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紀要の発刊に寄せて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学長　荒 木　信 幸　  

　静岡理工科大学は，大学としての基本的な役割である「教育」・「研究」・「社会貢献」の一般的

な理念を具現化するための活動を日常的に行っています．また，本学の歴史や置かれている立場

に基づいた特徴ある活動も行っています．このような活動の成果あるいは経過を一定期間毎に大

学としてまとめて公表し，社会から評価を受けることは，大学として重要な業務となっています．

このことは，近年，社会の中の公共的な組織として義務であるとの位置づけが強まっていると思

われます．この場合，大学が公表する方法や手段，さらには評価の受け方には目的に応じて色々

な種類があり，効果的に対応する必要があります．

　静岡理工科大学紀要は，教員の研究成果の発表の場として，本学が開学した年度の 1992 年 3 月

に創刊準備号として発刊されました．続いて，次の年の創刊号から毎年発行され，今回の 2012 年

版で，20 巻目となりました．当初は，主として，人文・社会・外国語・保健体育部門の論文を掲

載し，理系教員の研究成果は，それぞれの学会誌に発表することを期待していたようです．その

後，内容に検討が加えられ，理系・文系の区別なく研究成果を掲載するようにし，論文のみでなく，

研究ノート，技術報告・資料，レビューなどの貴重な資料などをまとめて公表する場としました．

さらに，大学院を修了した学生の修士論文概要を全員分掲載し，第 8 巻からは，教育関連報告と

言うジャンルを設け，教育を重視する大学の姿勢を表すものとなりました．

　さらに，2010 年度に，大学からの発刊物における重複掲載などの整理をしました．その結果，

それまで本紀要に掲載されてきた教員の研究活動記録（学会誌に採択された論文の抄録，学会発

表の記録，発刊した著書等のリストなど）の部分は，別に発行される「教育・研究活動一覧」に

統一することとしました．それぞれの役割を持った刊行物の充実を図るものとして御理解いただ

きますようお願い致します．

　豊かな人間性を基に，やらまいか精神と創造性で地域社会に貢献する技術者を育成することが，

本学の理念であり，研究成果を地域社会に還元していくことが本学の使命の一つになっています．

そのような使命を遂行するために，本紀要が，本学の教職員はもとより，地域の方々にとって，

大いに役に立つ存在であることを願っております．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012 年 4 月
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オンライン入力 (b) 承認

誤った
データ
の情報

(a) 会計情報入力
の情報

(c) 訂正入力 (1) 会計テーブル

バッチ処理（ 決算処理 ） (2) 検索処理バッチ処理（ 決算処理 ） (2) 検索処理

(4) 決算 (5) 決算確認終

(3) 検索結果

(4) 決算
（ 仮処理 ）

(5) 決算
（ 確定処理 ）

確認終了結果
確認

確認用帳票 決算資料

オンライン入力の締切り時刻

オ イ 力オンライン入力

訂正入力

デ タベ スデータベース

決算処理 決算処理バッチ処理
決算処理
（仮処理）

決算処理
（確定処理）

時刻

(1) 即時入力の場合の検索対象データ
ID Va Vd Ta Td 金額 検索対象

001 4/19 4/20 4/20 4/21 1,000
001 4/19 4/20 4/21 now 1,500 ●
002 4/20 4/21 4/21 now 3,000

(2) 入力遅れのある場合の検索対象データ
ID Va Vd Ta Td 金額 検索対象

001 4/19 4/20 4/20 4/21 1,000
001 4/19 4/20 4/21 now 1,500 ●
002 4/19 4/20 4/21 now 3,000 ●
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ID = 301

(1) 時間の推移に伴うデータの状態

ID = 302

変更 ID 302変更 ID = 302

ID = 303 削除

ID = 304

トランザクション時間 t

追加

トランザクション時間 t
t = t 1 t = t2

(2) 訂正検索

ID = 301 ID = 301
ＳＳ11

ＳＳ22

ID = 301

ID = 302

(該当なし) (該当なし)ID = 303

ID = 302 ID = 302

t1 のスナップ 訂正検索

(該当なし) ID = 304(該当なし)

t2 のスナップ
（検索時刻= t1

訂正検索時刻 = t2 ）

t1 のスナップ
ショット

訂正検索 t2 のスナップ
ショット
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時刻 

オンライン入力締切り時刻(t=t1) t=t2   

ID=301 

ID=302 

ID=303 

オンライン入力 

データベース 

バッチ処理 
決算処理 
（仮処理） 

決算処理 
（確定処理） 

住民情報系システム

・住民記録

・戸籍

税関連システム

・軽自動車税

・住民税

・外国人登録

・印鑑登録証明

・国民年金

・国民健康保険

・固定資産税

・国民健康保険税

・税収納 ・税証明

福祉系シ ム
住民情報

・選挙

・教育

福祉系システム

・健康管理

・介護保険

・保育所

住民情報
データ
ベース

保 所

・児童手当
内部情報系システム

・財務会計

・起債
部情報

起債

・資産管理

・人事管理

・給与支給

内部情報
データ
ベース
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地方自治体

(1) 異動リスト作成処理

軽自動車
異動

異動リスト

(1) 異動リスト作成処理関係機関

申告書

異動
データ

申告書
(a) 車両

テ ブル

(2) 統計処理

申告書

申告書

統計表
テーブル

(登録 廃車)

受付窓口
(オンライ
ン入力)

住民

確認用

(3) 課税処理 （仮処理）

証明書
課税テーブル(登録，廃車)

納税通知書

ン入力)
帳票

課税テ ブル
(4/15)

課税処 確定処

検索結果

納税通知書 (4) 課税処理 （確定処理）

口座振替データ金融機関
(b) 課税テーブル

(a) 車両テーブルのデータ （4/15）

ID 異動日 所有者 異動事由 Ta Td
001 1/1 軽自太郎 新規登録 1/10 now

002 1/1 廃車次郎 新規登録 1/10 now

003 1/1 譲渡三郎 新規登録 1/10 now

(b) 車両テーブルのデータ （5/16）

ID 異動日 所有者 異動事由 Ta Td (A) (1) (2) 備考
001 1/1 軽自太郎 新規登録 1/10 now * *

002 1/1 廃車次郎 新規登録 1/10 now * *

002 3/31 廃車次郎 廃車 4/20 5/16 訂正前

002 4/1 廃車次郎 廃車 5/16 now * * 訂正後

003 1/1 譲渡三郎 新規登録 1/10 now * *

003 4/1 購入四郎 購入 4/20 5/16 購入→取消

004 4/1 新規五郎 新規登録 4/20 now * *

005 4/1 追加六郎 新規登録 5/16 now 締切り後

ID 異動日 所有者 異動事由 Ta Td (A) (B) (1) (2)

001 1/1 軽自太郎 新規登録 1/10 5/16 *

002 1/1 廃車次郎 新規登録 1/10 now * * *

002 3/31 廃車次郎 廃車 4/20 5/16

002 4/1 廃車次郎 廃車 5/16 now * *

003 1/1 譲渡三郎 新規登録 1/10 5/16 *

003 1/1 購入四郎 新規登録 5/16 now * *

003 4/1 購入四郎 購入 4/20 5/16

004 4/1 新規五郎 新規登録 4/20 now * *

005 4/1 追加六郎 新規登録 5/16 now
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訂正検索の実装事例におけるトランザクション時間の表現

トランザクション時間の従来の表現

訂正入力
トランザクション時間

車両番号： （異動日： ）

訂正前

トランザクション時間

訂正後

訂正入力

車両番号： （異動日： ）

訂正前
訂正後

バイテンポラル
データベース検索

課税処理 （仮処理）

検索方式

口座情報
テーブル

ワーク
テーブル

訂正検索

スナップショット

車両テーブル

訂正検索結果
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 (1) 従来のバッチ処理の運用

処理の区分 夜間 夜間

オ 力

業務時間業務時間

オンライン入力

バッチ処理１

バ チ処理２バッチ処理２

バッチ処理３ (*)

バッチ処理４ (*)バッチ処理４ (*)

 (2) 訂正検索を付加したバッチ処理の運用

処理の区分 夜間 夜間業務時間 業務時間処理の区分 夜間 夜間

オンライン入力

バッチ処理１

業務時間 業務時間

バッチ処理１

バッチ処理２

バッチ処理３ (*)ッチ処理３ ( )

バッチ処理４ (*)

(*) は入力遅延のあるデータを対象にするバッチ処理

 (1) 従来のバッチ処理の運用

処理の区分
入力１ 入力２ 入力３

業務時間

オンライン入力
入力１ 入力２ 入力３

バッチ処理 （入力１）バッチ処理 （入力１）

バッチ処理 （入力２）

バッチ処理 （入力３）

 (2) 訂正検索を付加したバッチ処理の運用

処理の区分 業務時間処理の区分

オンライン入力
入力１ 入力２ 入力３

バ チ処理 （入力１）

業務時間

バッチ処理 （入力１）

バッチ処理 （入力２）

バッチ処理 （入力３）バッチ処理 （入力３）
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指定時刻の
検索結果

指定有効時間での
訂正を反映した検索

指定トランザクション時間での
訂正を反映した検索

スナップショット
データベース

マルチバージョン
同時実行制御

○ × ×

バイテンポラル
データベース

スナップショット ○ ○ ×

トランザクション時間
データベース

訂正検索 ○ × ○

検索方式

オンライン入力中の検索結果
データベース

の区分
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